
※平成29年度のラベルシール

● 再生品の積極的な販売を推進しましょう。

発生抑制
● 回覧・供覧・社内メールなどを活用して資料の共有化を図り、
　無駄な紙の使用を控えましょう。
● 事務用品の購入にあたっては、必要性を十分考慮し、
　無駄な在庫を持たないようにしましょう。
● お茶やコーヒーなどは、紙コップなどの使い捨ての
　容器を使用しないようにしましょう。
● リサイクル可能な製品や耐久寿命の長い商品の開発に努めましょう。
● 過剰包装を抑制し、簡易包装に努めましょう。

（リデュース）

再使用

● 再使用可能商品の販売を促進しましょう。

● ファイルなど繰り返し使用できる事務用品を使用しましょう。
● 裏紙をメモ帳の代わりに使用しましょう。
● 新品でなくてもよいものは、中古品を購入しましょう。
● 使用済みの封筒などは、事務連絡などに再使用しましょう。
● 不必要な備品などは、必要とする他の部署で再使用しましょう。
● 通い箱など、運搬資材の省資源化、再使用を進めましょう。

（リユース）

再生利用（リサイクル）
● 複数の素材でできたものより、リサイクルしやすい
　単一の素材でできた製品を購入・使用しましょう。
● 原料に再生資源を積極的に利用しましょう。
● できるだけ高度に分別し、質の高い資源化に努めましょう。

(3)市に収集を依頼する場合の処理方法

②一般廃棄物収集運搬業許可業者へ委託する場合の注意事項

● 委託する際は、防府市の許可証の内容と有効期限を
　必ず確認してください。

● 事業者自らが市の処理施設に持ち込む場合と同様に、
　搬入基準に適合するよう適正に分別してください。

● 契約は、書面で締結するようにしてください。

● 収集時間、収集回数、委託費用などは、許可業者と
　相談してください。

廃棄物を効果的に減量するためには、事業所全体で取り組む必要があります。
一人ひとりが廃棄物を減らそうとする意識を持ち、行動に移すことが大切です。

まずは出来ることから始めましょう。

● 購入したラベルシールは、確認しやすい場所に貼付してください。

● 適正に分別して排出してください。違反ごみの混入が確認される
　場合は、違反シールを貼付のうえ、取り残しの処置を実施します。

● 午前8時30分までに指定された場所に出してください。

⑤注意事項

● 可燃ごみ 週２回
● プラスチック製容器包装 週１回

※祝日・休日の収集はありません。 ただし、夏季の祝日・休日は収集します。

②収集回数

● 可燃ごみ 容量４５リットルの無色又は白色半透明袋
● プラスチック製容器包装 容量４５リットル以下の無色透明袋

③収集容器の指定

可燃ごみ及びプラスチック製容器包装
①対象となる事業系一般廃棄物

ラベルシール１枚につき、年額19，200円（月額1，600円／枚）
1枚につき1袋収集します。

④処理手数料

※処理手数料は改定される場合があります。
※処理手数料には、消費税相当額を含みます。

　少量の事業系一般廃棄物は、
市に有料収集（ラベル収集制度）
を依頼することができます。

Ⅵ ごみ減量・リサイクルの進め方
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